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高津区上作延　本多茂基さん

父の武司さんと約70㌃の畑で、ダイコンやエダマメ、柿
などの野菜と果樹を年間20品目以上栽培し、主にセレサモ
ス宮前店に出荷しています。

本多さんは消費者に旬の農産物を長期間味わってもらい
たいと、早生や晩生など1品目複数の品種を手掛ける他、
毎年新しい野菜の栽培に挑戦。昨年はハクサイとカブ、今
年はオクラと徐々に栽培品目を増やしています。

これからの時期は、次々と実る冬野菜の収穫で忙しい
日々が続きますが、消費者に丹精して育てた野菜を選んで
もらえるよう、今日も作業に精を出します。

≪ カブの収穫作業 ≫

1月の行事予定

今月の
表紙

1日
（水）

元日
ＪＡセレサ川崎休業日（～5日）

8日
（水）

賀詞交換会
（11：00～、本店）

13日
（月）

成人の日

21日
（火）

定例理事会

※日程等は変更されることがあります
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営業内容 12/30（月）12/31（火） 1/1（水） 1/2（木） 1/3（金） 1/4（土） 1/5（日） 1/6（月）

本支店 通常営業 休業日 通常営業

Ａ
Ｔ
Ｍ

支店 通常稼働
平日扱い

（8：00～
21：00）

日・祝日扱い
（8：00～21：00）

土曜日扱い
（8：00～

21：00）

日・祝日扱い
（8：00～

21：00）
通常稼働

1/1（水）～1/3（金）の提携取引は休止となり、JAバンクのキャッシュカード取引は、
JAバンク、セブン銀行、ローソン銀行、イーネット、ゆうちょ銀行ATMのみ利用可能
となります。詳しくはホームページ等をご確認ください。

緊急連絡先：0120-50-9674（フリーダイヤル）
セレサモス麻生店（ローソン銀行ATM）については営業時間内通常稼働。 
手数料等はホームページをご確認ください。

ＪＡ共済の
自動車事故 緊急連絡先：0120-258-931（フリーダイヤル）

購
買
統
括
セ
ン
タ
｜

経済
センター 通常営業 休業日 通常営業

配送
業務 年内は、12/23（月）まで。年始は、1/8（水）から。

園芸用
重油配送

12/25（水）12：00までの受注分は、12/27（金）の配送。
12/25（水）12：00以降の受注分は、1/6（月）から配送。

畜産飼料
配送

〈袋〉12/20（金）12：00締切、12/27（金）最終配送。
〈バラ〉12/20（金）12：00締切、12/30（月）午前中最終配送。　　　                                                          
新年の配送は、1/6（月）から。

引き出物
関係 無休

正月用
もち配送 12/25（水）～12/27（金）

パーシモン 通常営業 休業日 通常営業
コイン
精米機          

（パーシモン）
通常稼働 休業日 通常稼働

セレサモス
（麻生店･

宮前店）
通常営業 休業日 通常営業

新年の初売りは1/5（日）10：00から。
セレサ

不動産㈱
【本　　社】12/27（金）17：30まで、1/6（月）から通常営業。 
【菅営業所】12/27（金）18：00まで、1/6（月）から通常営業。

セレササービス㈱
〈葬祭センター〉

通常営業 休業日 通常営業 休業日 通常営業
【葬祭受付業務】 無休（24時間対応）：0120-3096-56（フリーダイヤル）

全農東日本エネ
ルギー株式会社
JAクミアイプロ
パン川崎販売所

休業日 通常営業
年内は、12/27（金）17：00まで。

緊急連絡先：0120-182-571（フリーダイヤル）
（LPガス集中監視センターで対応します）

年末年始の営業のお知らせ

経済センター・パーシモン
【「ウィンターセール」開催のお知らせ】
1月17日（金）～19日（日）　9：00～16：30
詳細は購買統括センター推進課（TEL 044-855-3561）へ
お問い合わせください。
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第23回農業まつりを11月17日、市内11会場で開きました。
当日は晴天に恵まれ、多くの家族連れなどが来場。

全会場合わせて67,500人が訪れ、大盛況となりました。
11会場の様子を次頁で紹介します。



第23回 農業まつり

川崎農業の魅力を発信
今回の農業まつりは「みーつけた！川崎農業の魅力」を

テーマに掲げ、農産物品評会をはじめ、市内で生産された
パンジー・ビオラの無料配布や川崎の伝統野菜「のらぼう
菜」の定植体験などを開催しました。また、とれたての農
畜産物をはじめ、毎年恒例のつきたてのお餅や赤飯、やき
そばの即売などには多くの人が列をなし大盛況。地域の
囃子保存会による演奏の他、園児や児童らの作品も会場
に花を添え、地域一体となった農業まつりは多くの市民
に都市農業をPRする場となりました。

今回は初めて管内の農産物を
ふんだんに使ったとん汁を、環
境に配慮したリユース食器で
提供。農産物品評会の特別賞
受賞者には、原組合長らが賞状
と記念品を贈りました。

生田会場

諏訪神社祭囃子保存会と久
地小学校おはやし同好会によ
るお囃子が会場を盛り上げた
他、管内で栽培された新鮮な
農畜産物の販売は入場制限が
できるほど大盛況でした。

高津会場

橘会場は家族連れでにぎわ
い、子どもたちは展示されたト
ラクターに乗って楽しんでいま
した。やきそばやつきたてのお
餅も大人気で、買い求める来場
者が長い列を作っていました。

橘会場

輪投げやお菓子すくいは子ど
もたちに大人気！また、管内生産
者のトウモロコシを使ったポップ
コーンや赤飯、お餅なども販売し、
野菜の即売会では、来場者が生産
者との交流を楽しんでいました。

日吉会場

菅会場は「菅ふるさと祭り」
との同時開催。今回初めて、菅
地区の名産品「のらぼう菜」の
苗の無料配布と植え付け体験
を実施し、迫力のある和太鼓演
奏が会場を盛り上げました。

菅会場



管内で栽培した
ダイコンがもらえ
る400名限定のス
タンプラリーは１
時間で用紙の配布
が終了。ロビーで
は地域住民が制作
した盆栽などが展
示され、来場者の
関心を集めました。

向丘会場

野菜の重さ当てクイズを実施
し、正解に最も近い数字を答え
た人に市内産農産物をプレゼン
ト。また、毎年恒例の赤飯は大
人気で、蒸し器をフル稼働させ
てできたてをお届けしました。

中原会場

青壮年部と職員らが、威勢の
いい掛け声とともに手際よく餅
をついていく様子は、順番を待
つ来場者からも大好評。子ども
たちへ風船の無料配布も行い、
会場は笑顔であふれました。

稲田会場

セレサモスの出張販売やバ
ザー、親子釣りゲーム、市内産パ
ンジーの無料配布など会場は大
勢の人で大にぎわい ！また、義
援金募金を行い、多くの皆さ
まにご協力いただきました。

川崎南会場

福引抽選会では地区特別賞
として市内産花鉢物、ビンゴ大
会では野菜の詰め合わせと花
をプレゼント！来場者はクジ
の結果や数字が発表されるご
とに一喜一憂していました。

宮前会場

麻生区産のサツマイモをそ
の場で芋けんぴにして多くの来
場者に無料で配布しました。ま
た、柿生地区の名産品の｢柿｣
は人気を集め、計160㎏分が
1時間ほどで完売しました。

柿生会場
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取
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Ａ
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０
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会
場
で
は
、
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Ａ
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唱
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け
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」
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。
①
営
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Ａ
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③
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Ａ
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取
り
組

み
に
つ
い
て
、「
自
己
改
革
の
2
サ
イ

ク
ル
目
」
と
し
て
Ｊ
Ａ
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Ａ
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Ａ
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職
員
の
英
知
を

結
集
し
、
自
己
改
革
の
2
サ
イ
ク
ル
目

の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
運
動
の
功
労
者
を
表
彰

来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
Ｊ
Ａ
運

動
の
発
展
に
尽
く
し
た
組
合
員
や
役
職

員
2
0
8
人
が
表
彰
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か

ら
は
、
組
合
員
24
人
と
、
役
職
員
23
人

が
県
農
協
中
央
会
長
表
彰
を
受
賞
。
農

協
役
員
と
し
て
、
原
修
一
組
合
長
と
、

梶
稔
副
組
合
長
、
村
田
弘
己
前
専
務
が

壇
上
で
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

自
己
改
革
の
事
例
を
共
有

大
会
後
半
に
は
Ｊ
Ａ
さ
が
み
と
、
Ｊ
Ａ

あ
つ
ぎ
の
役
員
が
各
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
自

己
改
革
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
市
場
出

荷
で
き
な
い
規
格
外
品
を
加
工
業
者
に

販
売
し
て
い
る
こ
と
、
新
規
就
農
者
を

中
心
と
し
た
再
生
農
地
で
の
大
豆
・
小

麦
の
作
付
け
拡
大
等
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
・
遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
、
自
己
改

革
の
着
実
な
実
践
に
向
け
た
事
例
を
共

有
し
ま
し
た
。
続
け
て
、
元
農
林
水
産

省
大
臣
官
房
長
の
荒
川
隆
氏
が
講
演

し
、「
協
同
組
合
原
則
を
基
盤
と
し
た

地
域
総
合
事
業
体
と
し
て
、
産
業
政
策

や
地
域
政
策
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

第
72
回
神
奈
川
県
農
業
協
同
組
合
大
会
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萩原 完二
元地区支部長協議会会長

菅原 一夫
前理事

武笠 孝一
前理事

新井 五十雄
元地区支部長協議会会長

田中 実
前理事

鈴木 利一
前理事

原島 猛
前地区資産管理部会部会長

齋藤 敏博
前地区資産管理部会部会長

原 修一
代表理事組合長

（
敬
称
略・順
不
同
）

鈴木 康夫
前支部長

梶 稔
代表理事副組合長

越畑 幸作
篤農家

村田 弘己
前専務理事

森 辰雄
元地区支部長協議会副会長

大久保 透
前代表監事

中村 純三
元地区支部長協議会副会長

中島 光枝
元女性部副支部長

清水 義之
前支部長

小林 美千雄
元支部長

北見 哲男
元支部長

田邉 光治
前支部長本部連絡協議会副会長

三田 隆一
前理事

村野 誠治
前理事

青木 節子
元女性部副支部長

青山 保弘
前支部長本部連絡協議会会長

小倉 一茂
元支部長本部連絡協議会副会長

木下 順一
前青壮年部委員長

県
農
協
大
会
中
央
会
長
表
彰
受
賞
者

が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
力

を
結
集
し
、
神
奈
川
農
業
の
振
興
に
邁

進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

自己改革の完遂に関する特別決議

私たちＪＡグループ神奈川は、令和の新たな時代にも、農業
者はもとより地域においても必要な組織であり続けるべく、
自己改革に邁進している。

しかし、少子高齢化やIT化の進展など私たちを取り巻く社
会・経済の構造変化は速さと激しさを増しており、農業および
ＪＡ経営もその渦中にある。とりわけＪＡ経営基盤の確立･強
化に関しては、将来の収支見通しを踏まえた事業･店舗体制の
再構築が全てのＪＡで求められている。

近年頻発する大規模自然災害に対する備えと迅速な対応の
充実も含め、持続可能な農業と地域社会の活性化に貢献する

「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」であるＪＡへ
の期待は極めて大きく、私たちはその責任の重さを共有しな
ければならない。

こうした情勢に対処するため、組合員・役職員は「自己改革の
２ サイクル目」に真摯に向き合い、下記事項に一体となって取り
組むことを改めて確認するものである。

記

1. 営農経済改革の実践と農政課題への対応について

　都市農業の優位性を生かした販売力および営農支援体制
の強化をはじめとした営農経済改革を実践するとともに、
自然災害等への対応を含め将来にわたり安心して農業経営
が継続できる都市農業政策・税制の確立に向けて取り組む。

2. 対話運動の継続的・効果的実施と准組合員とＪＡ・農業のつ  　　
ながり強化について

　組合員と役職員の対話を継続的・効果的に実施するととも
に、准組合員は農業や地域の発展を正組合員と共に支えるパー
トナーであり、農業振興の応援団であることの認識を共有し、准
組合員の意思反映・運営参画の仕組みづくりに取り組む。

3. 持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化に向けた取り組みについて

　第70回、第71回県農協大会決議で確認した「経営基盤確
立」の実践と、情勢変化に対応し、10年先を見越した将来収
支シミュレーション結果に基づく「経済事業の採算性改善」

「店舗・ATM機能の見直し･再構築」に向けた検討･実践に取
り組む。

以上決議する。
 

令和元年11月27日
第72回神奈川県農業協同組合大会
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果
樹
部
は
11
月
5
日
、
菅
支
店
で

天
敵
製
剤
実
施
状
況
の
報
告
会
を
開

き
、同
部
員
の
他
、神
奈
川
県
や
川
崎

市
の
担
当
者
、
J
A
職
員
ら
19
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

眞
壁
敏
明
主
査
が
、
多
摩
区
菅
地
区

の
梨
生
産
者
の
協
力
の
下
、
カ
ブ
リ

ダ
ニ
を
投
入
し
た
圃
場
の
栽
培
環
境

を
調
査
し
た
結
果
を
発
表
。
眞
壁
主

査
は
、
梨
の
害
虫
で
あ
る
ハ
ダ
ニ
類

へ
の
対
策
と
し
て
、
カ
ブ
リ
ダ
ニ
を

投
入
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
防
除
よ

り
も
農
薬
の
使
用
回
数
が
減
り
、
費

用
コ
ス
ト
の
削
減
や
作
業
の
省
力
化

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

橘
地
区
の
久
末
支
部
は
11
月
1
日
、

高
津
区
の
市
立
久
末
小
学
校
の
創
立

50
周
年
を
記
念
し
て
、
野
菜
の
宝
船

を
制
作
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
部
員
が
持
ち
寄
っ
た
ブ
ロッ

コ
リ
ー
や
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
久

末
産
の
15
品
目
の
農
産
物
を
箱
に
詰

め
て
積
み
上
げ
、
2
時
間
ほ
ど
で
立
派

な
宝
船
が
完
成
。
翌
日
式
典
が
行
わ

れ
る
体
育
館
の
入
口
に
飾
ら
れ
、
創
立

50
周
年
の
祝
い
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

同
支
部
員
で
記
念
事
業
実
行
委
員

長
の
森
修
二
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
に

野
菜
の
宝
船
を
見
て
も
ら
い
、
農
業
が

盛
ん
な
久
末
の
将
来
を
担
う
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

川
崎
区
の
富
士
見
公
園
一
帯
で
、

11
月
2
日
か
ら
4
日
ま
で
第
42
回
か

わ
さ
き
市
民
祭
り
が
開
か
れ
、
市
内

の
生
産
者
が
野
菜
や
卵
、
花
き
、
加

工
品
、
植
木
盆
栽
の
直
売
を
行
い
、

市
内
産
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

直
売
の
テ
ン
ト
は
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
、
中
で
も
柿
生
野
菜
生
産
者
直

売
会
が
販
売
す
る
ズ
イ
キ
は
、
販
売

開
始
の
1
時
間
以
上
前
か
ら
70
人
ほ

ど
が
列
を
な
し
、
1
時
間
足
ら
ず
で

完
売
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
｢こ
こ
で
買
う
花
は
長

持
ち
す
る
の
で
毎
年
楽
し
み
に
来
て
い

る
。
初
購
入
の
ズ
イ
キ
を
食
べ
る
の
も

楽
し
み
｣
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

地
域
や
行
政
、
近
隣
大
学
な
ど
が

連
携
し
た
取
り
組
み
｢里
山
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェク
ト
｣
が
麻
生
区
岡
上
で
10

月
28
日
か
ら
11
月
3
日
ま
で
、
同
区

黒
川
で
は
11
月
1
日
か
ら
30
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。

地
区
内
の
田
ん
ぼ
や
畑
に
は
、
人
工

物
と
自
然
が
調
和
し
た
作
品
が
展
示

さ
れ
、
来
場
者
は「
制
作
者
の
里
山
へ

の
思
い
が
伝
わって
く
る
」と
出
来
栄
え

を
称
賛
し
ま
し
た
。

ま
た
9
日
に
は
、
明
治
大
学
黒
川

農
場
で
第
8
回
収
穫
祭
が
行
わ
れ
、

収
穫
体
験
の
他
、
黒
川
地
区
の
生
産

者
が
地
場
産
農
畜
産
物
の
対
面
販
売

を
実
施
。
来
場
者
は
お
す
す
め
の
食

べ
方
や
保
存
方
法
な
ど
を
教
わ
り
な

が
ら
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

宝
船
で
創
立
50
周
年
を
祝
う

祭
り
で
市
内
産
農
産
物
を
P
R

芸
術
と
食
欲
の
秋
を
満
喫
！

目
に
は
目
を 

ダ
ニ
に
は
ダ
ニ
を

野菜を購入する親子

かわさきそだちＰＲキャラクター「菜果ちゃん」も
市内産農畜産物をＰＲ（収穫祭）

説明に耳を傾ける参加者

宝船を制作する支部員

8
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農
業
○
×
ク
イ
ズ
大
会
も
開
催

種
ま
き
か
ら
販
売
ま
で
を
経
験

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
U
-13
の
選
手

ら
が
11
月
30
日
、
中
原
区
の
等
々
力

陸
上
競
技
場
で
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
指
導
に

よ
り
育
て
た
野
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。

当
日
、
選
手
ら
は
麻
生
区
黒
川
の

畑
で
カ
ブ
と
ダ
イ
コ
ン
約
４
０
０
本

を
手
際
よ
く
収
穫
。
競
技
場
へ
移
動

後
は
、
大
き
な
声
で「
と
れ
た
て
の

野
菜
で
す
」と
呼
び
掛
け
る
と
、
多

く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
、
１
時

間
足
ら
ず
で
完
売
し
ま
し
た
。

選
手
は「
野
菜
を
作
り
、
生
産
者

の
大
変
さ
が
初
め
て
分
か
っ
た
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
に
頑
張
っ
て
と
声
を

掛
け
て
も
ら
い
励
み
に
も
な
っ
た
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

「
あ
ぐ
り
っ
こ
農
園
」の
利
用
者
を

対
象
と
し
た
交
流
会
を
11
月
24
日
と

30
日
、
12
月
1
日
に
、
同
園
の
宮
前

平
、
五
月
台
、
梶
ヶ
谷
の
3
農
園
で

開
き
、
合
わ
せ
て
1
1
9
人
の
利
用

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

30
日
に
行
わ
れ
た
麻
生
区
の
五
月

台
農
園
の
交
流
会
に
は
、
26
人
の
利

用
者
が
参
加
。
と
れ
た
て
の
ダ
イ
コ

ン
や
サ
ト
イ
モ
を
使
用
し
た
豚
汁
を

味
わ
っ
た
他
、
農
業
に
関
す
る
○
×

ク
イ
ズ
大
会
も
行
い
、参
加
者
は「
本

格
的
な
ク
イ
ズ
で
面
白
か
っ
た
」と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
11
月
9
日
、
台
風
15
号
や

19
号
で
被
災
し
た
地
域
へ
の
支
援
と

し
て
、
中
原
区
の
市
立
西
丸
子
小
学

校
で
開
か
れ
た
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
高
津
区

久
末
の
畑
に
出
向
き
、
セ
レ
サ
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
准
組
合
員
ら
と
育

て
た
キ
ャ
ベ
ツ
2
0
0
個
を
収
穫
。

そ
の
後
、
原
修
一
組
合
長
や
Ｊ
Ａ
職

員
ら
が
募
金
箱
を
持
ち
、
来
場
者
に

義
援
金
の
募
金
を
呼
び
掛
け
、
1
０

０
円
以
上
寄
付
し
て
く
れ
た
方
に

キ
ャ
ベ
ツ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

来
場
者
は「
台
風
で
被
害
に
あ
っ

た
農
家
さ
ん
た
ち
が
早
く
元
気
に

な
っ
て
、
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
ロ
ー
ソ
ン
銀
行
は
11
月
7

日
、
セ
レ
サ
モ
ス
麻
生
店
内
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
、
Ｊ
Ａ
と
同
行
と
の
共
同
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
置
き
換
え
ま
し
た
。

同
店
で
は
こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
し
て
お
り
、
管

理
は
栗
平
支
店
が
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
共
同
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
に
よ
り

管
理
負
担
の
軽
減
や
維
持
コ
ス
ト
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

当
日
は
同
行
の
山
下
雅
史
社
長
と

原
修
一
組
合
長
、
同
店
の
齊
藤
秀
雄

店
長
が
出
席
し
、記
念
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
実
施
。
ロ
ー
ソ
ン
銀
行
の
山
下

社
長
は「
共
同
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
多
く
の
方

に
利
用
い
た
だ
き
、
直
売
所
の
発
展

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
」と
話

し
ま
し
た
。

店内ATM前で行われたテープカット

義援金の募金を呼び掛ける原組合長

台
風
被
災
者
を

キ
ャ
ベ
ツ
で
支
援

全
国
Ｊ
Ａ
初
の

共
同
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置　

○×クイズを楽しむ利用者 カブとダイコンを販売する選手ら
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宮
前
区
の
篠
田
隆
文
さ
ん
は
11
月

22
日
、
市
立
宮
崎
小
学
校
の
6
年
生

の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
、
児
童

に
向
け
農
業
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。　

当
日
は
、
働
く
児
童
の
親
10
人
が

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

自
分
の
職
業
に
つ
い
て
仕
事
の
内
容

や
、
や
り
が
い
な
ど
を
児
童
に
向
け

説
明
。
児
童
は
興
味
の
あ
る
2
つ
の

職
業
を
選
び
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

篠
田
さ
ん
は「
農
業
を
す
る
に
あ

た
り
、
自
分
が
心
に
と
め
て
い
る
こ

と
」を
テ
ー
マ
に
、
目
標
を
持
つ
こ
と

や
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
児
童
に
伝
え
ま
し
た
。

農
業
の
話
を
聞
い
た
児
童
は「
農

家
さ
ん
が
、
食
べ
る
私
た
ち
の
こ
と

を
考
え
て
野
菜
や
果
物
を
作
っ
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
」と
話
し
ま
し
た
。

日
吉
地
区
は
11
月
30
日
、
中
原

区
の
鹿
島
俊
祥
さ
ん
の
畑
で
、
地

堀
り
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
を
使
っ

た
リ
ー
ス
作
り
体
験
会
を
初
め
て

開
き
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
は
畑
い
っ
ぱ
い

に
植
え
ら
れ
た
約
40
品
種
、
約
４

万
株
の
赤
や
黄
色
な
ど
の
好
き
な

色
の
花
を
選
ん
で
、
リ
ー
ス
作
り

に
挑
戦
。
鹿
島
さ
ん
か
ら
花
を
掘

る
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
、
花
の
色
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
想
像
し
な
が
ら

花
を
リ
ー
ス
台
に
収
め
、
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

参
加
者
は「
使
い
た
い
花
を
自
分

で
選
ん
で
作
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

児童に農業の話をする篠田さん

リース作りを楽しむ親子

市
民
の
有
志
ら
で
組
織
す
る「
か

わ
さ
き『
の
ら
ぼ
う
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
の
ら
ぼ
う
菜
を
市
民
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
菅
の
ら
ぼ
う
保
存
会

会
長
の
髙
橋
孝
次
さ
ん
の
協
力
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
12
日
に
は
、
セ
レ
サ
モ
ス
宮

前
店
で
髙
橋
さ
ん
に
よ
る
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
の
講
習
会
を
行
い
、
市
民

な
ど
7
人
が
参
加
。
髙
橋
さ
ん
か
ら

鳥
害
対
策
で
シ
ュ
ン
ギ
ク
を
の
ら
ぼ

う
菜
の
周
囲
に
植
え
る
こ
と
で
被
害

を
軽
減
で
き
る
と
説
明
を
受
け
た
後
、

土
の
量
を
調
整
し
な
が
ら
、
苗
を
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

植
え
付
け
を
終
え
た
参
加
者
は

｢野
菜
の
中
で
の
ら
ぼ
う
菜
が
一
番

好
き
。
収
穫
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら

育
て
た
い
｣
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

地
場
産
農
産
物
を
使
い
、
そ
の
魅

力
を
広
め
て
い
る
中
原
区
の
飲
食
店

「
ビ
ス
ト
ロ
キ
ュ
ー
」で
11
月
24
日
、

「
農
家
さ
ん
と
地
元
野
菜
を
食
べ
る

会
」が
開
か
れ
、
近
隣
住
民
ら
23
名

が
高
津
区
の
生
産
者
、
木
所
大
輔
さ

ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
7
月
に
続

き
今
回
で
2
回
目
。
参
加
者
は
、
木

所
さ
ん
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
赤
カ

ブ
、
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
バ
ー
ニ
ャ・

カ
ウ
ダ
な
ど
3
品
を
味
わ
い
な
が

ら
、
木
所
さ
ん
の
野
菜
づ
く
り
に
込

め
る
思
い
や
農
業
の
話
な
ど
を
聞

き
、
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

木
所
さ
ん
は「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
に
市
内
産
農
産
物
を
手
に

取
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

のらぼう菜とシュンギクの植え付け
方法を指導する髙橋さん（左）

参加者と交流を深める木所さん（左）

農
業
で

大
切
な
こ
と
を
伝
え
る

地
堀
り
の
花
で

リ
ー
ス
作
り
に
挑
戦

の
ら
ぼ
う
菜
の

栽
培
法
を
学
ぶ

生
産
者
と
消
費
者
の

懸
け
橋
に

10
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料
理
で
消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぐ

「
か
わ
さ
き
・
食
と
農
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」主
催
の
か
わ
さ
き
Ｃ
級
グ
ル
メ

料
理
交
流
会
が
11
月
18
日
、モ
ス
ぴ
ー

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
直
売
所
利
用
者

ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
か
な
が

わ
の
担
当
者
が
セ
レ
サ
モ
ス
に
並
ぶ

農
産
物
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
昨

年
度
の
か
わ
さ
き
Ｃ
級
グ
ル
メ
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
者
が
、
市
内
産
農
産

物
を
使
用
し
た
ド
リ
ア
な
ど
3
品
の

調
理
法
を
伝
授
し
ま
し
た
。

完
成
後
に
は
宮
前
区
の
生
産
者
、

持
田
裕
輝
さ
ん
が
参
加
し
、
交
流
会

が
ス
タ
ー
ト
。
栽
培
す
る
上
で
の
こ

だ
わ
り
な
ど
質
問
を
交
え
な
が
ら
話

し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
5
、
10
、
15
年
目
の
職

員
を
対
象
に
、
営
農
・
経
済
事
業
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
研
修
は
、
総
合
事
業
を
展
開
す

る
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
通
常
担
当
し
て
い

る
分
野
以
外
の
業
務
も
経
験
し
、
組

合
員
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
職
員
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

11
月
7
日
に
は
Ｊ
Ａ
が
管
理
す
る

麻
生
区
黒
川
の
畑
で
、
渉
外
担
当
者

ら
6
人
が
サ
ト
イ
モ
の
収
穫
作
業
に
従

事
。
は
じ
め
に
営
農
指
導
課
の
職
員
か

ら
営
農
事
業
の
概
要
に
つい
て
説
明
を

受
け
た
後
、
サ
ト
イ
モ
の
掘
り
起
こ
し

や
も
ぎ
取
り
、
サ
イ
ズ
分
け
の
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

11
月
9
日
に
中
原
区
の
中
原
市
民

館
で
行
わ
れ
た
川
崎
郷
土
研
究
会
主

催
の
市
内
児
童
・
生
徒
研
究
発
表
会
に

多
摩
区
の
市
立
三
田
小
学
校
5
年
生

の
内
藤
京
香
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

内
藤
さ
ん
は
、
夏
休
み
の
自
由
研

究
で「
か
わ
さ
き
そ
だ
ち
」を
テ
ー

マ
に
、
6
軒
の
生
産
者
と
セ
レ
サ
モ

ス
麻
生
店
を
訪
ね
、
ト
マ
ト
や
エ
ダ

マ
メ
、
多
摩
川
梨
な
ど
を
栽
培
し
て

い
る
畑
や
自
宅
の
直
売
所
を
見
学
。

作
業
を
す
る
上
で
工
夫
し
て
い
る
こ

と
や
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を

聞
き
、
実
際
に
ネ
ギ
の
土
寄
せ
作
業

の
体
験
も
行
っ
た
こ
と
を
模
造
紙
に

ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

内
藤
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
は
か
わ

さ
き
そ
だ
ち
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
成

長
し
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

川
崎
市
と
Ｊ
Ａ
は
11
月
20
日
、
セ

レ
サ
モ
ス
宮
前
店
で
川
崎
市
園
芸
生

産
物
品
評
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
品
評
会
は
、
生
産
者
の
栽
培
技

術
向
上
と
地
域
住
民
に
都
市
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
。
今
年
は
天
候
不
順

や
台
風
の
影
響
で
昨
年
よ
り
出
品
数

は
減
り
ま
し
た
が
、ダ
イ
コ
ン
や
柿
、

ケ
イ
ト
ウ
な
ど
計
3
9
6
点
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

職
員
ら
14
人
が
大
き
さ
や
形
、
そ
ろ

い
な
ど
を
考
慮
し
て
厳
正
に
審
査
。
優

秀
賞
な
ど
計
1
1
8
点
選
び
ま
し
た
。

翌
日
は
出
品
物
の
一
般
観
覧
と

即
売
会
を
実
施
。
高
品
質
な
農
産
物

を
買
い
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

渉
外
担
当
者
ら
が
営
農
事
業
を
体
験

品
評
会
で

市
内
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

か
わ
さ
き
そ
だ
ち
の

魅
力
を
伝
え
る研究発表を行う内藤さん

出品物を厳正に審査する審査員

サトイモの収穫作業をする職員 協力して料理を作る参加者
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5 馬絹神社

豊富な品ぞろえ

馬絹神社5

今
回
は
東
急
田
園
都
市
線
鷺
沼
駅

か
ら
バ
ス
に
乗
り
、「
宮
前
休
日
診
療

所
」停
留
所
で
下
車
し
、街
歩
き
へ
出

発
し
ま
す
。

バ
ス
を
降
り
る
と
、目
の
前
に
山
小

屋
の
よ
う
な
店
が
あ
り
ま
し
た
。
店

内
に
入
る
と
、シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中
に

は
た
く
さ
ん
の
お
い
し
そ
う
な
洋
菓

子
が
並
び
、人
気
商
品
の
マ
ロ
ン
ロ
ー

ル
を
お
土
産
に
購
入
し
ま
し
た
。

店
を
後
に
し
、
街
歩
き
を
続
け
ま

す
。
す
る
と
、色
と
り
ど
り
の
花
が
並

ん
で
い
る
花
屋
を
見
つ
け
ま
し
た
。

き
れ
い
な
花
を
眺
め
て
い
る
と
、笑
顔

が
素
敵
な
店
主
が
明
る
く
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
や
シ

ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
花
が
ず
ら
り
と
並

び
、さ
ま
ざ
ま
な
花
の
香
り
も
楽
し
み

ま
し
た
。

店
を
出
る
と
、花
屋
の
隣
に
人
が
集

ま
る
店
を
発
見
！
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

お
弁
当
屋
さ
ん
で
し
た
。
た
く
さ
ん

あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
店
主
お
す

す
め
の
か
ら
あ
げ
弁
当
を
購
入
し
ま

し
た
。

次
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
な
と
考
え

て
い
る
と
、
散
歩
を
し
て
い
た
方
が

「
近
く
に
多
肉
植
物
を
育
て
て
、販
売

し
て
い
る
店
が
あ
る
よ
」と
教
え
て
く

れ
た
の
で
、早
速
向
か
っ
て
み
ま
す
。

店
に
到
着
し
、６
０
０
種
類
以
上
の

多
肉
植
物
が
並
ん
で
い
る
ハ
ウ
ス
の

中
を
見
せ
て
も
ら
い
、多
肉
植
物
の
魅

力
や
育
て
方
な
ど
、貴
重
な
話
を
た
く

さ
ん
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

店
を
出
て
、
少
し
歩
く
と
見
上
げ

る
ほ
ど
大
き
な「
馬
絹
神
社
」の
石
碑

が
！
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
ひ
と
際
目
立

つ
社
殿
が
あ
り
ま
し
た
。
境
内
の
風

景
を
眺
め
な
が
ら
厳
か
な
気
持
ち
で

参
拝
し
た
と
こ
ろ
で
今
回
の
街
歩
き

は
終
了
。
地
域
に
親
し
ま
れ
る
場
所

を
訪
ね
、人
々
の
優
し
さ
に
触
れ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

▪所 宮前区馬絹5-21-5 

馬絹神社の創建は江戸元禄時代以前と伝え
られています。元は女体神社と称され、古くか
ら地元の氏神として崇敬されてきました。御
祭神は、伊邪那美命。この国を始め数々の
神々を生み出した女神で、縁結びや開運招
福、安産、五穀豊穣の神として祀られています。

6棟のハウスのうち3棟で多肉植物の販売をし
ています。残りの3棟のうちの2棟では親株の
栽培、残りの1棟では販売用の多肉植物の栽培
を行っており、どのような方法で栽培している
かを見ることもできます。

馬絹を歩く
今も昔も地域住民に親しまれる場所を巡る

　宮前区馬絹
　宮前区の東部に位置し、北部と南部に多摩丘
陵の高地が延び、その中央低地を矢上川が東西
に流れている。住宅が多く建ち並ぶ中、歴史の
ある古墳や神社、寺などもある。また、花づく
りの歴史も古く、「馬絹の花桃」が「かながわの名
産100選」に選ばれるなど、現在も卓越した栽培
技術が受け継がれている地域。

川崎探検隊
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4タナベフラワー

たんぽぽ
角田生花店

矢上川

リヴェールモンターニュ

宮前休日診療所 1

50年以上続く地域住民に親しまれている花屋。新鮮で長
持ちする花を届けられるよう、店主自ら市場へ足を運んで
います。お客さんからは「安くて、鮮度が良い」と好評です。

店内には約80
種類のユリやバ
ラなどの切花や
鉢物が取り揃え
られています。
これからの時期
はポインセチア
やシクラメンが
おすすめです。

角田生花店2

1983年にオープンした
地元の方から愛されて
いる弁当屋。約80種類
の弁当やスパゲッティを
販売しています。ほとん
ど手作りで、食材にもこ
だわり、昼時には弁当を
買いに来る来店客でに
ぎわっています。

人気のからあげ弁当とオムライス。子どもから大人まで
幅広い世代からおいしいと好評です。

1996年11月にオープンした
洋菓子店。山小屋をイメージ
して建てられた店内には、季
節のフルーツを使用したケー
キやクッキーなど約60種類の
商品を販売しています。店内
にはカフェも併設されていて、
コーヒーなどと一緒にケーキ
を食べることもできます。

店頭には店主手作りの品々が並びます。
誕生日ケーキやオリジナルケーキの注文
も承っています。

店主おすすめの紅茶の
シフォンケーキ、シュー
クリーム、マロンロール。

店
主
お
す
す
め
！

オリジナル♪

▪所 宮前区馬絹4-1-26 
▪営 9：30～19：00 ▪休 日曜日

おいしそう～

人
気
の
商
品
♪

いい香り♪

リヴェールモンターニュ

たんぽぽ

1

3

2・3

タナベフラワー

▪所 宮前区馬絹4-1-26 
▪営 9：00～14：00、16：00～20：00 ▪休 日曜日 ▪所 宮前区馬絹6-25-8 ▪営 9：00～16：00 ▪休 不定休

▪所 宮前区馬絹3-16-15 ▪営 10：00～19：00 ▪休 不定休

生産販売の特徴を活かし、常時600種類以上
取り揃える多肉植物専門店。一度に多くの種
類を生産し、ひとつひとつを低価格で提供し
ています。

タ ナ ベ フ
ラ ワ ー 特
製「多肉植
物 の 寄 せ
植え鉢」も
売 っ て い
ます。

場所 距離 時間
①⇨② 350m 5分
②⇨③ 20m 1分
③⇨④ 500m 7分
④⇨⑤ 400m 5分

〈今回の街歩きの目安〉

4
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大
森
で
生
ま
れ
育
ち
、
子
ど
も
の
頃

の
遊
び
場
は
海
で
、
よ
く
家
か
ら
ふ
ん

ど
し
一
丁
で
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
遊
び
の
中
で
釣
り
を
自
然
に
覚
え
、

小
学
生
時
代
は
竹
竿
で
ハ
ゼ
や
カ
レ
イ

釣
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

社
会
人
に
な
る
と
船
で
の
海
釣
り
が

メ
イ
ン
と
な
り
、
多
い
時
に
は
週
１
回

の
ペ
ー
ス
で
全
国
の
海
に
釣
行
。
今
は

月
に
２
回
ほ
ど
関
東
近
郊
の
海
へ
、
ア

ジ
や
ク
ロ
ダ
イ
、
イ
カ
な
ど
そ
の
時
季

の
旬
の
魚
を
狙
い
に
行
き
ま
す
。　

釣
り
を
し
て
い
る
間
は
、
海
中
の
魚

の
動
き
な
ど
を
想
像
し
な
が
ら
、
他
の

こ
と
は
何
も
考
え
ず
に
集
中
で
き
る
の

が
醍
醐
味
。
魚
が
か
か
っ
た
時
の
感
覚

や
糸
の
緩
急
の
つ
け
方
な
ど
、
魚
と
の

駆
け
引
き
を
楽
し
み
な
が
ら
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

釣
っ
た
魚
は
自
分
で
捌
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
小
さ
な
頃
か
ら
魚
の
扱
い

に
慣
れ
て
い
る
娘
が
、
刺
身
や
煮
物
な

ど
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
娘
家
族
と
一

緒
に
食
べ
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

魚
が
苦
手
な
孫
も
、
釣
っ
て
き
た
も
の

は「
お
い
し
い
」と
食
べ
て
く
れ
る
の
で
、

張
り
合
い
が
出
ま
す
。

今
後
も
大
好
き
な
釣
り
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
健
康
管
理
を
心
掛
け
、
で
き

る
だ
け
長
く
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

以前はスキーや登山
もよく行きましたが、今
は釣りの他に週１回テ
ニスで汗を流し、筋力や
体力の維持に気を付け
ています。

幸区鹿島田
平林�征一さん

PROFILE

私の好きなこと

釣りで
　リフレッシュ
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地
域
の
防
災
に
努
め
て

多
摩
区
菅
馬
場 

増
田 

朝
光
さ
ん

町
会
か
ら
推
薦
を
受
け
｢自
分
が
地

元
の
力
に
な
れ
る
な
ら
｣と
、
多
摩
消

防
団
に
入
団
し
37
年
。
分
団
長
や
広
報

部
長
な
ど
を
経
験
し
、
現
在
は
副
団
長

と
し
て
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
各
種
訓
練
や
防
災
啓
発
活
動
に

励
ん
で
い
ま
す
。

管
轄
す
る
多
摩
区
内
の
団
員
と
と
も

に
年
間
を
通
し
て
、
消
防
車
を
使
用
し

て
放
水
な
ど
を
行
う
通
常
訓
練
や
、
消

防
署
と
合
同
で
災
害
を
想
定
し
た
演
習

を
実
施
。
訓
練
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

で
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
へ
の
対
応
が
可
能

に
な
る
と
強
く
意
識
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

そ
の
根
底
に
あ
る
の
が
入
団
初
日
に

起
き
た
火
災
。
現
場
の
騒
然
と
し
た
雰

囲
気
に
の
み
込
ま
れ
、先
輩
か
ら
｢ホ
ー

ス
を
持
っ
て
来
い
｣と
命
じ
ら
れ
る
ま

で
動
く
こ
と
が
で
き
ず
、
現
場
で
冷
静

な
対
応
を
す
る
た
め
の
訓
練
の
重
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
に
防
災
へ
の
意
識

を
高
め
消
防
団
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

お
う
と
、
町
会
な
ど
と
協
力
し
て
防
災

訓
練
や
年
末
に
夜
警
を
実
施
。
さ
ら
に

地
元
小
学
校
で
は
、
防
災
に
関
す
る
講

義
や
児
童
に
消
防
車
に
ホ
ー
ス
を
つ
な

ぐ
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
防
火

指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
児
童

か
ら
は
｢い
つ
出
動
す
る
の
か
｣｢な
ぜ

消
防
車
は
赤
い
の
か
｣と
い
っ
た
質
問

が
出
る
な
ど
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
確

か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
長
年
防
災
推
進
に
貢
献
し

た
こ
と
で
、
2
年
前
に
秋
の
叙
勲
で
藍

綬
褒
章
を
受
章
。
家
族
の
支
え
と
団
の

仲
間
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
受

章
で
、
こ
れ
を
励
み
に
一
層
任
務
に
邁

進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
同
消
防
団
に
初
め
て
女
性
消

防
団
員
が
誕
生
。
新
た
な
仲
間
と
と
も

に
、
今
後
も
地
域
の
防
災
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
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３年前に友人に誘われ、ゴルフを始
めました。ドライバーで真っ直ぐ飛ば
した時の爽快感が堪らなく、スクール
で技術を磨きつつ、支店のゴルフコン
ペなどにも参加。飛距離を伸ばし、ス
コア100切りを目指しています。

Power's Voice

旬
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
Ｐ
Ｒ

麻
生
区
五
力
田
　
三
田 

貴
子
さ
ん

青
果
店
を
営
ん
だ
後
、
7
年
前
に
夫
婦

で
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
、
夫
と
両
親
の

４
人
で
３
㌶
ほ
ど
の
畑
で
、
ダ
イ
コ
ン
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
定
番
野
菜
の
他
、

柑
橘
系
の
果
樹
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

主
力
の
ミ
カ
ン
は
｢興
津
早
生
｣
や

｢大
津
四
号
｣
な
ど
４
品
種
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。
ミ
カ
ン
栽
培
は
、
剪
定
や
防
除

な
ど
年
間
を
通
し
て
数
多
く
の
作
業
を
行

い
ま
す
。
中
で
も
時
間
が
掛
か
る
の
が
剪

定
。
暖
か
く
な
る
３
月
に
剪
定
を
行
う
生

産
者
が
多
い
中
、
自
農
園
は
畑
の
半
分
が

ミ
カ
ン
畑
で
木
が
数
百
本
あ
る
た
め
、
１

か
月
前
倒
し
で
取
り
掛
か
り
ま
す
。
就
農

当
初
は
、
や
り
方
が
正
し
い
の
か
確
認
す

る
余
裕
が
な
く
、
葉
や
枝
を
切
り
落
と
し

過
ぎ
た
結
果
、花
が
咲
か
ず
収
量
が
激
減
。

青
果
店
で
は
知
る
こ
と
が
な
か
っ
た
作
る

側
の
苦
労
を
痛
感
し
ま
し
た
。

「
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
」
と
、
夫
と
県
の
農
業
セ
ミ
ナ
ー
で
２

年
間
果
樹
栽
培
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を

学
び
、
畑
で
実
践
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

徐
々
に
収
量
が
回
復
す
る
と
と
も
に
品
質

が
向
上
し
、
お
客
さ
ん
か
ら
は
「
コ
ク
が

あ
っ
て
お
い
し
か
っ
た
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

ミ
カ
ン
を
は
じ
め
、
収
穫
し
た
農
産
物

は
す
べ
て
セ
レ
サ
モ
ス
麻
生
店
へ
出
荷
。

他
の
生
産
者
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
、

青
果
店
で
の
経
験
を
生
か
し
て
お
客
さ

ん
が
興
味
を
持
つ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
づ
く
り
に
も
注

力
。
Ａ
４
サ
イ
ズ
ほ
ど
の
紙
に
手
書
き
の

文
章
と
写
真
を
載
せ
、
目
を
引
く
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
レ
シ
ピ
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
、
自
分
が

考
え
た
料
理
を
お
客
さ
ん
の
好
み
の
味

付
け
で
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
手
順
は

簡
単
か
つ
丁
寧
に
説
明
し
分
量
を
大
ま
か

に
記
載
。
レ
シ
ピ
を
見
た
お
客
さ
ん
か
ら

は「
お
い
し
い
料
理
が
簡
単
に
作
れ
そ
う
」

と
好
評
で
、
そ
の
ま
ま
自
農
園
の
農
産
物

を
購
入
し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
多
く
、
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
喜
ぶ
農
産
物

の
栽
培
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ

を
活
用
し
て
調
理
法
の
提
案
も
し
て
い
き

た
い
で
す
。
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SHOKU NOU

キ
ク
イ
モ
は
、
天
然
の
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
わ
れ
る
イ
ヌ
リ
ン
と
い
う
水
溶
性
の
食

物
繊
維
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
こ
と
で
注

目
さ
れ
て
い
る
食
材
で
す
。

イ
ヌ
リ
ン
は
腸
内
で
分
解
さ
れ
る
と
フ
ラ

ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
と
し
て
働
き
、
腸
内
の
善
玉

菌
を
増
や
す
役
割
を
担
い
ま
す
。
ま
た
、
腸

内
で
水
分
を
含
む
と
ゲ
ル
状
に
な
り
、
糖
の

吸
収
を
抑
制
し
て
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る

働
き
が
あ
る
他
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
結
合
し
て

そ
の
吸
収
を
抑
え
る
働
き
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ヌ
リ
ン
そ
の
も
の
は
消
化
吸
収

さ
れ
ず
、
腸
の
働
き
を
整
え
た
り
、
腸
内
の

有
害
物
質
を
排
出
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
イ
ヌ
リ
ン
の
他
に
も
カ
リ
ウ
ム

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん

で
い
ま
す
。
一
般
的
な
イ
モ
類
と
は
違
い
、

デ
ン
プ
ン
を
あ
ま
り
含
ん
で
い
な
い
た
め

低
カ
ロ
リ
ー
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
半
分
以

下
の
カ
ロ
リ
ー
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ク
イ
モ
は
皮
が
薄
い
の
で
皮
ご
と
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
理
す
る
際
は

土
を
よ
く
洗
い
落
と
し
、
芽
や
赤
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
取
り
除
き
ま
す
。
ゴ
ボ

ウ
の
よ
う
な
香
り
で
ほ
ん
の
り
と
甘
く
、

味
に
ク
セ
が
な
い
た
め
、
ど
ん
な
料
理
に

も
合
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
で
も
食

べ
ら
れ
ま
す
が
、
ア
ク
が
気
に
な
る
場
合

は
ス
ラ
イ
ス
し
て
10
分
ほ
ど
水
に
さ
ら
す

と
良
い
で
し
ょ
う
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
食
感
を
活
か
す
な
ら
生
の
ま
ま
千
切
り

に
し
て
サ
ラ
ダ
や
和
え
物
に
、
炒
め
物
や

揚
げ
物
な
ど
に
す
る
と
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た

食
感
を
楽
し
む
こ
と
が
き
ま
す
。

     
  キクイモとニンジンのきんぴら

材料（2人分）

作り方

●キクイモ････････ 200g
●ニンジン･･･････1/2本
●ごま油････････大さじ1
●酒･･･････････大さじ2

●みりん･･･････････ 大さじ1
●醤油････････････ 大さじ1
●和風だしの調味料（顆粒）･･･ 小さじ1
●白ごま･･････････ 大さじ2

①キクイモとニンジンを千切りにする。
②フライパンにごま油を熱し、ニンジンを炒める。
　全体に油が回ったらキクイモを加える。
③酒を入れ、水分が飛ぶまで炒めたら、みりん、醤油、和
風だしの順に入れ、さらに炒める。
④イモが透き通ってきたら、最後に白ごまを加えてでき
あがり。

キ
ク
イ
モ

キ
ク
イ
モ
は
キ
ク
科
ヒ
マ
ワ
リ
属

の
植
物
。
北
ア
メ
リ
カ
が
原
産
と
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
貴
重
な
食

糧
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
に
は
江
戸
時
代
末
期
に
家
畜
の
飼

料
用
と
し
て
導
入
さ
れ
、「
ブ
タ
イ

モ
」と
も
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

キ
ク
イ
モ
は
秋
に
キ
ク
に
似
た
黄

色
い
花
を
咲
か
せ
た
後
、
霜
が
降
り

る
く
ら
い
の
寒
い
時
期
に
シ
ョ
ウ
ガ

に
似
た
イ
モ
「
塊
茎
（
カ
イ
ケ
イ
：

地
下
茎
の
一
部
が
デ
ン
プ
ン
な
ど
を

貯
蔵
し
て
い
る
部
分
）」を
作
り
ま
す
。

実
が
硬
く
締
ま
っ
た
も
の
が
鮮
度

の
良
い
証
。
水
洗
い
す
る
と
日
持
ち

が
悪
く
る
た
め
、
な
る
べ
く
土
を
つ

け
た
ま
ま
新
聞
紙
な
ど
で
包
み
冷
蔵

庫
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
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※JAでは、本欄で執筆している営農技術顧問による
営農相談コーナーを開いています。

　病害虫被害の場合は、被害作物をお持ちいただくと
助かります。開催日は22ページをご参照ください。

営農技術顧問  吉田 敏政

農閑期には
　農具・農機の
　　　手入れを

担当業務 出勤日
志村　　隆 花き・植木栽培指導、病害虫全般 月・火・木・金
片木　新作 果樹栽培指導、病害虫全般 月・水・金
吉田　敏政 野菜栽培指導、病害虫全般 月・火・水・木
衣巻　　巧 野菜栽培指導、病害虫全般 月・火・木・金

〈営農技術顧問〉

※記載日はあくまでも基本の出勤日。休暇・行事によっては顧問不在の場合有

年末を控え、作物の防寒対策や来年の作付
計画検討などに余念がないことと思われます。

この時期、時間をとって農具・農機に十分な
手入れを施し、来たるべき春作に備えましょう。

収穫用包丁や草刈鎌は砥石を使って研ぎあ
げます。刃欠けがある場合は先に荒砥石で研ぎ、
中砥石で仕上げます。草刈鎌は柄を片手でしっ
かり握って固定し、もう片方の手で鎌用砥石で
押すようにして研ぎます。刃裏にカエリが出た
ら、２～３回なぞってカエリを取ります。

一般の砥石を使う場合、あらかじめ水につけ
ておくこと、途中で研ぎ汁は洗い流さない、砥
石を替えるときは前の砥石の砥粒が残らないよ
う、刃を水でよく洗い流してから研ぐようにしま
す。研ぎ終わったら乾いた布で水気をとり、さ
らに陽に当てて乾かしたあと、サビ防止のため刃
物用油等をうすく塗って保管しておきましょう。

　

刈り払い機や耕耘機（管理機）、トラクターな
ど農業機械の点検整備には日常使用する時に行
う日常点検と、使用時間ごとに行う定期点検が
あります。日常点検を十分できずに使ってきた
場合など、効率・安全作業のためにもしっかり
実施しておきましょう。

エレメントが詰まっていてはきれいな空気が
吸い込めません。カバーを外し、エレメントの
ホコリを除去します。乾式タイプは使用時間を
超えて汚れていたら交換します。スポンジタ
イプのエレメントは灯油で軽く押し洗い、軽く
絞って元に戻します。ボロボロになっていたら
交換しましょう。湿式タイプは沈殿したホコリ
を除去しオイルも交換します。

ホコリや汚れをきれいにします。エアフィル
ター同様、使用時間を超えて汚れていれば新品

に交換します。刈り払い機の燃料フィルターは
先を曲げた針金でひっかけて、燃料タンク外に
出して清掃します。燃料タンク内も底にホコリ
が溜まっていたら混合燃料で洗浄します。

刈り払い機の刃にヒビ
が入っていたり、チップ
が複数欠けている場合は
新品に交換します。トラク
ターの耕耘刃は、葉幅が
半分以下になった頃が交
換の目安です。

回転部など必要箇所にはオイルやグリスを注
入します。グリスの注入は新しいグリスで古い
グリスを押し出すようにするのが基本です。以
外と忘れやすいのは刈り払い機のギアケースの
部分（回転刃と回転軸を結ぶ箇所）です。注入ボ
ルトを外して新しい耐熱グ
リスを口元まで詰めたら、
ボルトを元通りに締めてお
きます。管理機などのエン
ジンオイルは汚れていたら
交換しておきましょう。

しばらく使用する予定のない刈り払い機等の
燃料は、キャブレター内の詰まり防止のため燃
料タンクおよびキャブレターから排出しておき
ます。さらにエンジンを掛けてアイドリング状
態で止まるのを待ち、キャブレター内に残った
燃料も使い切ります。スターターひもを引っ張
り、抵抗があるところ（ピストンの圧縮位置）で
保持しておくと、シリンダー内へのホコリ侵入
やサビの防止になります。

工具や農機具の整理整頓、作業場の清掃が
まず大事です。この時期に併せて行いましょう。

新品 摩耗した刃

グリス注入

農具

〜燃料フィルターの清掃〜

〜刃の交換〜

〜注油・オイル交換〜

新品〜燃料の抜き取り〜

整理整頓

農機

〜エアクリーナーの清掃〜
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モナ・カサンドラ１月の運勢

　
　
　
　 

～
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
に
賛
同
～

【全体運】思うようにならないこと
が増え、強引になりがち。謙虚さ
を大切に。陶芸や園芸など、土に
触れると開運効果が
【健康運】体を動かせば、体調も運
も上向きそう
【幸運の食べ物】クワイ

【全体運】保留になっていたことが
動き始める予感。直感がさえるの
で、ピンときたら、即やってみると
好結果に
【全体運】小まめに運動すること
で、運気も活性化
【幸運の食べ物】セリ

【全体運】周りの意見に振り回され
やすいとき。自分の経験値を信じ
て選択を。セールでは掘り出し物
をゲット
【健康運】疲労をため込む傾向が
大。笑いで発散を
【幸運の食べ物】ナガイモ

【全体運】対人関係に変化がありそ
う。今まで敵対視していた相手が
味方になる可能性が高め。新作映
画やドラマにツキ
【健康運】生活のペースを落とし
て。ゆとりが大事
【幸運の食べ物】ブリ

【全体運】マイナス思考が現実化し
やすい傾向あり。意識的に楽しい
ことを考えて。新しい習い事を始
めると充実しそう
【健康運】うまく自己管理できそ
う。マッサージ吉
【幸運の食べ物】野沢菜

【全体運】人気運が赤丸急上昇。
自信を持ってリーダーシップを
発揮して。また、長年の夢がか
なう気配。新年会もラッキー
【健康運】消化に良い食べ物を。栄
養にも配慮して
【幸運の食べ物】ゴボウ

【全体運】うっかり発言でトラブ
ルを招く暗示。特にお酒の席で
はご用心。丁寧に玄関の掃除を
すると運気好転の効果が
【健康運】足腰を鍛える好機。短
い時間でも歩いて
【幸運の食べ物】ホタテ

【全体運】フットワークが軽くなる
期間。興味を引かれるジャンルを
見つけたら、早速試してみて。グ
ループレジャーが吉
【健康運】お正月太りにご用心。カ
ロリー計算を
【幸運の食べ物】こんにゃく

【全体運】得意なことや好きなジャ
ンルに情熱を注ぐと、それが活躍
の場を引き寄せます。ずっと欲し
かった物を買えそう
【健康運】スポーツを楽しめば、ス
トレス解消に◎
【幸運の食べ物】伊予カン

【全体運】強運期。やりたいことに
果敢にトライを。面接や公募など
の自己ピーアールも好結果に。く
じや懸賞も当たりそう
【健康運】良質な睡眠を目指せば、
自然治癒力アップ
【幸運の食べ物】豆腐

【全体運】大仕事を成そうと気張
るより、地道な積み重ねが福を呼
びます。現代アートは感性に良
い刺激を与えてくれそう
【健康運】健康グッズに注目を。体
質に合う食品が
【幸運の食べ物】あんこ

【全体運】尊敬する人の行動を参考
に仕事のやり方を変えるなど、自
己改革に取り組んで。同世代有名
人の出演番組にツキ
【健康運】暴飲暴食は厳禁。腹七分
目くらいが正解
【幸運の食べ物】芽キャベツ

おひつじ座 3/21～4/19 おうし座 4/20～5/20 ふたご座 5/21～6/21 かに座 6/22～7/22

しし座 7/23～8/22

いて座 11/23～12/21

おとめ座 8/23～9/22

やぎ座 12/22～1/19

てんびん座 9/23～10/23

みずがめ座 1/20～2/18

さそり座 10/24～11/22

うお座 2/19～3/20

セ
レ
サ
通
信

とん汁販売に使用した
リユース食器

賛同企業等登録証

かながわプラごみゼロ宣言ロゴ

平
成
30
年
夏
、
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
で
シ
ロ
ナ

ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

胃
の
中
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

神
奈
川
県
は
、こ
れ
を｢

ク
ジ
ラ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ｣

と
し
て
受
け
止
め
、
持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
同
年
12
月｢

か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ

ロ
宣
言｣

を
掲
げ
、
令
和
12
年
ま
で
の
で
き
る

だ
け
早
期
に
廃
棄
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
エ
コ
活
動
の
一
環
と
し
て
平

成
21
年
か
ら
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
取
り
組

み
、
こ
れ
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

9
7
0
万
個
以
上
収
集
し
、
回
収
団
体
に
寄

付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
2
回
農
業
用
廃
ビ

ニ
ー
ル
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
同
宣
言
の
発
表
後
は
、
プ
ラ
ご
み
ゼ

ロ
に
向
け
た
行
動
に
取
り
組
む
団
体
等
「
賛
同

企
業
等
」
に
登
録
し
ま
し
た
。

11
月
の
農
業
ま
つ
り
生
田
会
場
で
は
、
初
の

試
み
と
し
て
と
ん
汁
の
販
売
に
リ
ユ
ー
ス
食
器

を
使
っ
た
他
、
12
月
か
ら
は
役
職
員
が
同
宣
言

を
記
載
し
た
名
札
を
着
用
。
環
境
問
題
を
意
識

し
な
が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
後
Ｊ
Ａ
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し

た
容
器
や
資
材
の
廃
止
な
ど
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

m
ail  b

ox

一
人
暮
ら
し
に
助
か
り
ま
す

毎
号DISH UP!

の
記
事
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
の
で
メ
ニ
ュ
ー
が

増
え
て
料
理
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
　
　
　

   �

（
麻
生
区
・
長
谷
川
さ
ん
）

新
鮮
な
農
産
物
を
求
め
て

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
求
め
て
毎
月
セ
レ

サ
モ
ス
麻
生
店
に
来
店
し
ま
す
。野
菜
だ
け
で
な

く
、果
物
や
乳
製
品
な
ど
も
お
い
し
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。　　
　
　
　

 （
町
田
市・大
内
さ
ん
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

Ｊ
Ａ
の
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し

た
。新
し
い
発
見
が
満
載
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

職
員
の
方
に
は
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

（
川
崎
区・高
村
さ
ん
）

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る

　

家
の
近
く
に
Ｊ
Ａ
の
支
店
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
の
で

と
て
も
良
い
で
す
ね
。�

（
川
崎
区
・
佐
野
さ
ん
）

感
動
と
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ひ
ゅ
う
ま
ん
の
記
事
に
驚
き
ま
し
た
。ホ
タ

ル
の
飼
育
は
と
て
も
難
し
い
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。大
野
さ
ん
の
努
力
と
勇
気
に
感
動

し
ま
し
た
！ �

（
宮
前
区
・
吉
田
さ
ん
）

小
学
生
の
娘
が
農
業
に
興
味
を

小
学
生
の
娘
２
人
が
、農
業
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。近
所
に
畑
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

恵
ま
れ
た
環
境
で
子
育
て
中
。特
集
の
食
農

教
育
の
記
事
は
と
て
も
興
味
深
く
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 （
高
津
区
・
岩
下
さ
ん
）

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
に
感
動

　

現
在
の
住
ま
い
に
引
っ
越
し
て
か
ら
セ
レ
サ

モ
ス
麻
生
店
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。新
鮮

で
お
い
し
い
野
菜
に
感
動
。今
年
は
多
摩
川
梨

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、来

年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 （
麻
生
区
・
志
村
さ
ん
の
お
野
菜
大
好
き
！！
さ
ん
）

適
正
に
処
理
さ
れ
て
安
心

農
業
廃
資
材
回
収
の
記
事
が
良
か
っ
た
で

す
。ビ
ニ
ー
ル
は
土
に
還
ら
な
い
の
で
、適
正
に

処
理
さ
れ
る
と
安
心
で
す
。

�

（
多
摩
区
・
浅
場
さ
ん
）

投
稿
の
お
礼

　
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
意
見
や
ご
感
想
等
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。�

   （
J
A
広
報
課
）

Web サイトからの応募はこちらから
https://www.jaceresa.or.jp/contact/quiz.html

い
つ
も
の
散
歩
コ
ー
ス
が

川
崎
探
検
隊
で
何
回
も
散
歩
し
て
い
る
近
所

の
コ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
後
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 　
　
　
　
　

　

�

（
多
摩
区・戸
澤
さ
ん
）

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎

　
　
　
　
　

 

2-

13-

38

①�「
生
麦
生
米
生
卵
」と
か「
東
京
特
許
許
可
局
」と
か

⑥
夫
の
配
偶
者
で
す

⑦
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
こ
と

⑧
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て「
極
楽
、
極
楽
〜
」

⑨
剣
や
弓
矢
、
大
砲
な
ど
の
こ
と

⑪
首
の
後
ろ
側
の
部
分

⑬
○
○
を
の
ん
で
な
り
ゆ
き
を
見
守
っ
た

⑭
刑
事
を
意
味
す
る
俗
語

⑮
お
酒
は
飲
め
な
い
体
質
で
す

⑯
こ
た
つ
に
似
合
う
果
物

⑱
♂
の
記
号
で
表
す
こ
と
も

⑲
だ
て
巻
き
、数
の
子
、黒
豆
な
ど
を
重
箱
に
詰
め
て

用
意
し
ま
す

タテのカギ
①�

元
日
の
寺
社
が
混
雑
す
る
理
由

②
霊
峰
も
銀
峰
も
こ
れ
で
す

③
バ
イ
オ
リ
ン
や
ビ
オ
ラ
よ
り
大
き
な
弦
楽
器

④
魚
偏
に
里
と
書
く
魚

⑤
破わ

れ
鍋
に
お
似
合
い
で
す

⑧
一
○
○
二
タ
カ
三
ナ
ス
ビ

⑩
擦
り
む
い
た
膝
や
あ
か
ぎ
れ
に
塗
り
ま
す

⑫
浅
草
寺
の
表
参
道
に
あ
る
○
○
商
店
街

⑬
今
よ
り
前
の
時
点

⑮
て
こ
の
○
○
を
利
用
し
て
重
い
物
を
動
か
し
た

⑰
グ
ー
と
パ
ー
で
は
パ
ー
の
方

⑱
英
語
で
はking

と
言
い
ま
す

ヨコのカギ

10
月
の
こ
た
え

このコーナーでは身近な出来事など、皆さまからのお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から抽選で5人
の方に、セレサモス等で使える全国農協商品券1,000円分をプレゼントします。応募方法は
郵送（右記を参照）またはWebサイト（ https://www.jaceresa.or.jp/contact/quiz.htmlまたは
QRコード読み取り）より。

なお、写真の掲載を希望される方は、プリントを封書、またはメール（info@jaceresa.or.jp）に
ご送付ください。
※匿名を希望される場合は、必ずペンネームをお書き添え（Webサイトの場合はその他欄に

入力）ください。
※個人情報保護法に基づき、応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆ 応 募 方 法 ◆ お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎締切　1月17日（金）必着

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クイズの答え

③本誌やJAへの

　ご感想・イラスト等

④その他（農業やJA

に関する質問等が

あればご記入くだ

さい）

コ
ガ
ラ
シ

応
募
総
数
44
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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JAからのお知らせ

Q A
 

Q

Q
Q

広場&A
A

教えてJA！ 農業やJ Aに関する
身近な疑問等をお寄せください

セレサモスの出張販売の日程はどこで知ることができますか？

A 　セレサモスの出張販売につい
ては、ホームページまたは当 J A

各支店にてご確認いただけます。セレ
サモス麻生店・宮前店でも出張販売の日
程表を配布しております。
ホームページ：https://www.jaceresa.or.jp/agri/ceresamos/event_sale/index.html

令和3年度職員採用および
インターンシップのお知らせ
①新採用職員の募集を3月1日（日）より開始します。

【対       象】令和3年3月に大学（院）、短大、専門学校を卒業
予定の方。大学（院）、短大、専門学校の既卒者
で卒業後3年以内で一度も就職していない方。

【説明会日程】4月3日（金）10：00～/14：00～
4月4日（土）10：00～

【場      所】ＪＡセレサ川崎本店
（川崎市宮前区宮崎2-13-38
東急田園都市線｢宮崎台｣駅下車徒歩5分）
※宮崎支店ではありませんのでご注意ください。

詳細は、ＪＡセレサ川崎ホームページから「マイナビ2021」をご
覧ください。

②インターンシップの募集を行っております。
【日時・人数】・1月期　令和2年1月20日（月）・21日（火）  

・2月期　令和2年2月20日（木）・21日（金）
※各日10名程度
※定員を超えた場合は抽選になります。

【応募方法】「マイナビ2021」にてエントリーをしてください。
【参加特典】インターンシップ参加者は、選考過程の一

部を免除致します。

「楽天シニア」と提携
　シニア世代の健康増進をサポートするスマートフォン
アプリ「楽天シニア」と提携を開始しました。
　このアプリには歩数計機能が備わっており、利用者が１
日4000歩の目標を達成すると、本店やセレサモス両店など
に設置されたタブレット端末にQRコードをかざすことで

「楽天スーパーポイント」がたまる仕組みです。
　健康づくりにつながるイベントなどの情報も豊富に掲
載されており、「健康大学」の一部講座は申込も可能です。
　「シニア」とありますが、どの年代も便利に使える「楽天
シニア」。ぜひご活用ください。

晴れの入賞者  
敬称略（　）内住所

令和元年度川崎市キャベツ・ブロッコリー立毛共進会
11月5日　市内巡回

キャベツの部 出品点数11点
▽特選＝持田栄一（東有馬）

ブロッコリーの部 出品点数8点
▽特選＝森育三（久末）

令和元年度川崎市花き立毛共進会
11月11日　市内巡回

シクラメンの部 出品点数5点
▽特選＝田中修（下小田中）

令和元年度川崎市園芸生産物品評会
11月20日　セレサモス宮前店　出品点数396点
▽優秀賞＝だいこん・永井輝政（神木本町）、

きゃべつ・持田裕輝（東有馬）、ブロッコリー・城所秀男（初山）、
きゅうり・川端渉太（黒川）、みかん・小峰利平（栗谷）、
かき・篠田隆文（馬絹）、ドリアン・吉田貴次（馬絹）、

ツルウメモドキ・名古屋大地（馬絹）、シクラメン・田中修（下小田中）、
ハボタン・手塚和之（西野川）、タイワンツバキ・内田貴大（東有馬）

花とみどりのフェスティバル
第42回神奈川県花き展覧会

11月29日～12月1日　横浜産貿ホール　出品点数336点
苗物の部

▽金賞＝パンジー・内藤浩由（下小田中）
▽銀賞＝ストック・内藤恭正（下小田中）

▽銅賞＝パンジー・鹿島弘久（下小田中）、ハボタン・田中実（同）
鉢物の部

▽金賞＝ポインセチア・内藤浩由（下小田中）
▽銅賞＝ポインセチア・内藤浩由（下小田中）

枝物の部
▽金賞＝ツルウメモドキ・名古屋大地（馬絹）

▽銀賞＝イイギリ・田邉裕崇（馬絹）
一般切花の部

▽銀賞＝ケイトウ・吉田貴次（馬絹）、ハボタン・田邉裕崇（同）
▽銅賞＝ケイトウ（３点）・吉田恵一（馬絹）、同・田邉裕崇（同）、

ハボタン・田邉智崇（同）、コギク・吉田貴次（同）
シクラメンの部

▽金賞＝シューベルト・田中修（下小田中）
▽銀賞＝プルマージュレッドとローズピンク、シトラウス・田中修（下小田中）

ありがとう。
参考になりました。 来てほしいんだもん
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10月は外出行事となります。

◀ J Aセレサ川崎 ホームページ　 https://www.jaceresa.or.jp/

営業時間のご案内
●支店窓口　平日9：00～15：00
●ATM　8：00～21：00
　（セレサモス麻生店は営業時間内の稼働）
●経済センター
　平日･土日9：00～16：30※祝日は休み
●パーシモン
　平日･土日9：00～16：30※祝日は休み
●セレサモス麻生店
　10：00～17：00
●セレサモス宮前店 
　10：00～18：00

※ 渋滞緩和のため開店時間を早める
場合があります。

（定休日：水曜日･年末年始他）
※12月18日（水）、25日（水）は営業

いたします。

1月の経営相談会（法律経営）

■14日（火）13：30
13：30

～
～

15：30
15：30

みなみ支店
生田支店

■21日（火）9：30
13：30

～
～

11：30
15：30

高津支店
中原支店

■25日（土）9：30～11：30 梶ヶ谷ビル
■28日（火）13：30～15：30 稲田支店
相談時間は原則30分程度。予約制。
ご予約は相談会の前営業日16：00までに
各会場支店の総合相談担当まで。

（梶ヶ谷ビルは本店資産相談課まで）
本店資産相談課（TEL 044-877-2509）
※土曜日の相談会については、ご予約
　がない場合は開催いたしません。

1月のセレササロン
■
■

15日（水）
16日（木）

高津支店
中原支店

●内　容 雪だるま
●会　費 1,100円
■22日（水） 生田支店
●内　容 オムレットケーキ作り
●会　費 1,000円
●対　象 おおむね60歳以上の方
お問い合わせ･お申込み
本店生活福祉課（TEL 044-877-2509）

■
■
■
■
■
■

8日
15日
20日
22日
27日
29日

（水）
（水） 
（月）
（水） 
（月） 
（水）

住吉支店
千代ヶ丘支店
稲田支店
向丘支店
御幸支店
高津支店

時　間　9：00～16：00
・相談時間は原則1時間30分まで。

相続や遺言に精通した専門の職員
が親身になって分かりやすくアド
バイスいたします。

・ご相談無料･予約制･秘密厳守。
・ご予約は相談会の前々営業日16：00

までにお近くの支店まで。
※ 開催日に都合がつかない場合は、お

気軽にお近くの支店までお問い合
わせください。

※JA神奈川県信連 信託代理店
　JAセレサ川崎 本店金融推進部　 

（TEL 044-877-2140）
当JAが行う遺言信託代理業務は契約
締結の媒介です。

1月の相続･遺言無料相談会

セレサのDATA （11月30日現在）

購買品供給高 7億25百万円
販売品取扱高 7億83百万円
施設事業契約高 23億69百万円
貯金 1兆5,281億円
貸出金 5,405億円
長期共済保有高 1兆6,981億円
年金共済保有高 339億円
組合員数 68,350人
　うち正組合員 5,435人
　　　准組合員 62,915人

セレササービスのご案内
　セレササービス（株）は、ご葬儀ご法
事など、信頼と安心･安全をモットーに
まごころを込めてご奉仕いたします。
　提携式場として、「中野島ほうさい殿」
も、ご利用いただけます。
　事前相談や見積もり等承っております。
お気軽にお問い合わせください。

（日･祭日除く　9：00～17：00）

0
フリーダイヤル
120-3

みおくる　こころ
096-56

危急のご連絡は24時間・年中無休
http：//ceresa-service.jp

●経済センター
　（宮前区有馬2-13-1）
　10日（金）、15日（水）、22日（水）、
　29日（水）
●パーシモン
　（麻生区片平2-30-15）
　9日（木）、14日（火）、21日（火）、
　30日（木）
●時　間　9：00～16：00
●相談員　JAの営農技術顧問
●その他　予約は不要です。

1月の営農相談コーナー

■
■
■
■
■
■
■

9日
14日
16日
21日
23日
28日
30日

（木）
（火）
（木）
（火）
（木）
（火）
（木）

東柿生支店
中原支店
みなみ支店
日吉支店
柿生支店
小杉支店
大島支店

開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。
◇年金・社会保険セミナー
　19日（日）10：00～12：00 菅支店
　　　　  14：00～16：00 向丘支店 

1月の年金無料相談会

【報告事項】
■令和2年JAセレサ川崎賀詞交換会

日 程
場 所

：
：

令和2年1月8日（水）　11：00～
セレサホール飛翔

■ 農作業安全講習会
日 程

場 所
内　容

：

：
：

令和2年1月15日（水）
午前の部 9：00～、午後の部 13：00～
川崎市農業技術支援センター
農作業安全講習会（実践講習や座学講習および農
機の試乗など）

■ 手作り加工品品評会
日 程
場 所
目 的

：
：
：

令和2年1月16日（木）
セレサモス宮前店　モスぴーホール
市内の伝統の味を発掘し、さらなる加工品製造者
の育成、技術向上を目的に川崎市内で生産された
農産物を使って、自ら加工したものを出品してい
ただき、生産技術の成果を競い、生産意欲の高揚
と消費者への農業PRと合わせ、セレサモスへの
出荷者拡大を図る

■セレサモス宮前店園芸館閉店時間変更
　変更時期：令和2年1月5日（日）～

変更前 変更後

閉店時間：18：00 閉店時間：16：00

※セレサモス宮前店については18：00まで営業
■ 家の光購読者イベント「いざ！というときに役立つ　防災・減災講座」

日 程
場 所
内　容

対象者

：
：
：

：

令和2年2月25日（火）　13：30～15：30　
セレサモス宮前店　モスぴーホール
講演 「家族を守る災害食～災害時いつもの食事を～」
手芸 「防災てぬぐいで作るミニバッグ」
家の光購読者、家の光購読検討者等

【協議事項】

他23項目を報告

6項目を協議決定

第8回定例理事会　11月19日（火）   本店で開催理事会だより
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☆セレサモスの駐車場について
警察署からの要請により、路上で
の入場待ちは一切できません。

お米の日
【麻生店・宮前店】
毎週金・土・日曜日は1銘柄を2
割引で販売いたします。
※割引制度については、予告な

く変更する場合があります。

森 淳也さん

（森 武男さん）

道川 忠さん

（和田 ミチさん）

　約2㌶の畑で、年間40品目ほどの野菜や果樹を栽
培しています。お客さんに年間を通じて旬の味を安定
して届けられるよう多品目栽培を心掛けている他、ハ
クビシンなどの害獣対策にも力を入れています。丹
精して育てた農産物をぜひご賞味ください。

約30㌃の畑で、８品目ほどの果樹を栽培していま
す。中でも力を入れているのがブルーベリー。ハイ
ブッシュ系とラビットアイ系合わせて11品種栽培して
います。6月上旬から9月上旬にかけて出荷する予定
ですので、ぜひ食べてみてください。

牡蠣殻を畑の土づくりの基本として使い、落ち葉と
米ぬかを混ぜて発酵させた自家製堆肥で栽培した野
菜は、味が濃くおいしいと評判です。できる限り自然に
近い環境で栽培し、安全・安心な野菜を届けられるよ
う、農業歴70年の父と二人で日々取り組んでいます。

　いろいろな種類の農産物を作っており、上記の定番
野菜以外にパパイヤや落花生など40品目以上栽培し
ています。ダイコンやブロッコリーは毎年楽しみにしてく
ださるファンのお客さんもいます。ダイコンの葉は揚げ
と鰹だし、醤油、少々の唐辛子で炒るとおいしいですよ。

❶麻生区岡上
❷麻生店・宮前店
❸柿・ダイコン・ハクサイなど

❶麻生区黒川
❷麻生店
❸ブルーベリー・栗・イチジクなど

❶高津区久末
❷宮前店
❸エダマメ・ブロッコリー・ホウレンソウなど

❶宮前区野川
❷宮前店
❸ダイコン・ブロッコリー・水菜・ミカンなど

市川 進さん

山田 秀樹さん

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目　※（･）は出荷登録者名

セレサモス麻生店
12月下旬以降、ミカンやホウレンソウな

どが多く出荷される予定です。
ミカンに多く含まれるビタミンＣは、水

や熱に弱いため生で食べるのが一番です。
紙袋に入れて冷暗所に置くか、ポリ袋に小
分けして冷蔵庫で保存しましょう。

年内の営業は30日まで、年明けの初売り
は5日から行います。皆さまのご来店を心
よりお待ちしております。

セレサモス宮前店
12月下旬以降、ダイコンやホウレンソ

ウなどが多く出荷される予定です。
ダイコンの葉は根より栄養価が高く、

ビタミンやミネラルが含まれています。
炒め物や細かく刻み菜飯にしてみては
いかがでしょうか。

年内の営業は30日まで、年明けの初売
りは5日から行います。皆さまのご来店
を心よりお待ちしております。

1月の出張販売
9日（木）11:00 ～ 小向支店

16日（木）11:00 ～ 大島支店
23日（木）11:00 ～みなみ支店
30日（木）11:00 ～御幸支店

所 在 地 : 川崎市麻生区黒川172
電　　話 : 044-989-5311
営業時間 :〈11月～3月〉10:00～17:00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日 : 毎週水曜日、年末年始他

所 在 地 : 川崎市宮前区宮崎2-1-4
電　　話 : 044-853-5011
営業時間 :〈通年〉10：00～18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日 : 毎週水曜日、年末年始他
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材料 （2～3人分）

材料 （2〜3人分）
・たくあん…1/2本
・青ジソ…1束
・スパゲッティ…200ｇ
・サラダ油…大さじ1/2
・シラス…適量
・酒…適量
・塩…適量
・ブラックペッパー…適量
・和風だしの調味料（顆粒）…小さじ1
・醤油…適量

多摩区登戸 石井 美子さん
スパゲッティはフライパンでたくあんと炒め
るので、少し硬めに茹でてください。ピリッ
とした感じが好きな人は、ブラックペッパー
を多めに入れてください。ブラックペッパー
はコショウでも代用できます。もし、味が
薄い場合は、たくあんを多めに入れるか、
塩や醤油で調整してください。手軽に作れ
る一品なので、ぜひお試しください。

ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

作り方
たくあんとシラスのスパゲッティ

お

い
しい
ものレシピ

Let's cook

DISH
UP!

★ ｛

❶ たくあんと青ジソは5mm幅の千切りにする。

❷ スパゲッティを少し硬めに茹でる。

���❸�フライパンにサラダ油を熱し、①のたくあんを
さっと炒め、茹であがったスパゲッティを加えて、
絡むように混ぜ合わせる。

 ❹�③に★で味をつけ、仕上げに醤油をひと回しかけて
混ぜる。

 ❺ お皿に④を盛り、好きな量のシラスと①の青ジソ
をのせたら、できあがり。


